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シエナ・ウインド・オーケストラ 

たくさんの学びがありました！ 
３年生社会科学習 

 

 

 

 

５年生社会科学習 

＜一生懸命 おもいやりいっぱい やり抜く子＞ https://schit.net/kasukabe/estakesato/  
 
 
 
 
 
 
 

 
 考えることの楽しさを 

                               

                        校長 加納 敏幸 
 
 算数は、「考えること」を学ぶ教科である。子供たちには、「考えること」の楽しさを
味わわせてほしい。 
 本校の校内研修では、算数科を中心とした授業改善に取り組んでいます。冒頭は、先
日実施した校内授業研究会で、私たちが指導者の先生から指導された言葉のひとつで
す。 
 「算数の学習は、大事なことは答えを出すことでは？」と、思いうかべるかもしれま
せん。もちろん答えを出すことは大切です。しかし、それ以上に重要なことは、算数で
は自分であれやこれやと悩みながら考える解決していく楽しさがあるということです。 

三角形の面積の学習を例にすると、いわゆる公式では「底辺×高さ÷２」です。面積
を求める公式を使うと、誰もが答えを出すことが容易にできます。では、なぜ、そのよ
うな解き方になるのでしょうか。違う言い方をすると、なぜ÷２をするのか。「それは
教科書に書いてあるから」「公式だから」では、算数を通して子供たちに培いたい教科
の特性に触れることはできません。面積の学習は４年生の学習内容です。図形の広さで
ある面積の定義をもとに、子供たちは長方形や正方形の面積を学習し、三角形の面積に
進みます。三角形の面積の学習では、それまでに学習した図形の面積をもとに子供たち
は考えます。 
 本校の算数の学習で重視していることは、「今日はこの問題です」や「今日の課題は
〇〇です」と、教師が子供たちに示すのではなく、本時で身に付けさせたい状況や場面
を工夫して示しながら、「今日はどんなことができる」や「どんなことを考えたい」な
どのように、子供たちが自ら本時の“問い”をつくり、学習していく授業改善です。 
 進化続けるＡＩの発達により、これからの時代、単純に答えを出す役割はＡＩが担っ
ていくことでしょう。だから、知識・理解ベースの学習はしなくてもよいではありませ
ん。自分で考え、友達に伝え話し合うような子供の学び方を養っていくことは、知識・
理解を土台とした確かな学力の獲得につながります。指導者の先生いわく、『これから
の時代では、言われたことを言われたとおりにきちんとできる「よい子」だけでは、生
きてはいけません。「お手本のない」時代を生きる力を育むことが、学校教育には求め
られています。』、私たち教員の心に響きました。 
 今の子供たちに求められている教育や学び方については、ぜひ、大人である保護者・
地域の皆様とも共有していただきたいと思います。大人である私たちが受けてきた教育
と、これからを生きる令和の時代の子供たちの教育は、同じ問題の解き方を例にしても
異なります。与えられた問題を考えることに留まらず、何を考えるべきかを自ら見出す
ことを促すことは、主体的で深い学びにつながります。本校では、自分で考え、自分で
判断し、自分で行動できる子供たちを、算数の学習に加え、すべての教科・領域の学習
の中で育てていきたいと思います。 
 

わかたけスポーツフェスティバルが行われました 


